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一日も早い、生活再建をめざして :
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平成26(2014)年 2月 12日 (水 )、 第3回 目の口頭弁論が実施されました。

当日は週末に降つた大雪の残る中、福島地裁いわき支部に原告団と弁護団、そして支援者の方々総勢100名

が集合。12時 30分の集合時刻には、広田法律事務所そばの八幡神社会館内において、國分富夫原告団世話人

代表が決意の挨拶を述べ、引き続き山形県や東京都など遠方からの心強い支援者の激励の挨拶をいただきました。

続いて事務局連絡と広田次男弁護士の説明が続きました。13時になり、全員そろつて入廷デモ行進をして裁判所

へ向かいました。裁判所に到着し、入廷するための傍聴券の抽選を実施し、結果、あらかじめ指定選出して

いた第1陣原告団10名席分を除く座席数33名 が傍聴に参加することが出来ました。その際、遠方 (千葉、埼玉、

喜多方、会津等)の遠方からの原告を優先させ、なお夫婦での参加は世帯でお一人は必ず傍聴できるように配慮

しました。午後2時からの裁判と並行して、入廷できなかった原告と支援者向けに八幡神社会館で、裁判の進行を

説明する会も多くの弁護団の弁護士が参加して下さいました。当日は首都圏から20名 の弁護士がこのいわき

支部に駆けつけました。ベテランから壮年若手まで、頼もしい限りの弁護団精鋭部隊です。

そして、地元いわき市民訴訟の役員・支援者の多くの方々の参加とお手伝いをいただきました。

裁判は、前回と同様に原告側の意見陳述から始まりました。原告団世話人代表の国分富夫さんが、南相馬市

小高区の自宅で被災し、とてつもない大きな地震に、直感的に「原発が危ない !」 と思つたこと、そして間もなく

津波が押し寄せてきたこと、とにかく逃げなければと思い息子や幼い孫 (生後 1か月半 )も一緒に必死で逃げた

ことを述べました。それから水素爆発も起こり、もう故郷は死の街だ、もう帰れない、と考えたそうです。

そんな避難の混乱の中、義理の姉の危篤の知らせが入り、受け入れ先の病院を転々とした挙句、4月 24日 には

亡くなつてしまったこと、引き続き今度は妻の母が入所先のホームから横浜の施設や山形の施設へと避難先を

移動させられ、ついには衰弱して9月 28日 に亡くなってしまつたことを述べました。

(八幡神社出発直前・國分富夫代表の挨拶 ) (入廷デモ行進・裁判所前)
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家族の原発事故関連死を体験した無念さ|ま、まさに過酷で壮絶な意見陳述でした。

二人目は、浪江町請戸で地震と津波の被害に遭い、今はいわき市で避難生活している菅野美智子さんです。

菅野さんは、ご夫婦とペットの3匹の大との穏やかな生活が奪われた苦しみと悲しみを述べました。避難直後は

ご主人との連絡も取れずに不安だつたことや、避難指示のせいでペットを探しに行くこともできずに、大きな喪失感

と不安そして絶望感を日々感じながらの大きなストレスを抱えながらの生活であること、そして現在のいわき市の

避難先に落ち着くまでに14か所も移動してきたことを裁判官に訴えました。そして悲しいことにご自身も、福島の

避難者と言うことでガソリンスタンドや宅配使業者から差別的な態度を取られた経験を話しました。

弁護団からは、事故の原因と被告東電の責任についての弁論と、実際に裁判官が双葉郡の被災地に行つて、

その惨状を見て知る【現地検証】を申し入れ、その意味の必要性を訴えました。

【重要なお知らせ】

次回、第4回 目の避難者裁判期日は、平成26(2014)年 4月 16日 (水 )

福島地裁いわき支部 午後2時からの予定です。⇒終了後、「総会」を実施します。

《当日の日程》 ⇒ あくまでも予定時刻です。

※裁判と進行協議の時間 iま 、裁判所により終了時刻が変動します。

①12時30分

②12時30～ 5o分

⑦16時30分頃?～

③17時30分頃?

③12時50分～13時 10分   入廷デモ行進、裁判傍聴席抽選会に並ぶ

④13時 10分～13時30分   座席券の配布と着席

⑤14時～15時30分 ? 法廷で「裁判開始」、同時に八幡神社会館で「説明会」開始

⑥15時45分～16時30分頃? 進行協議 ※弁護団は全員裁判所に集合、原告団は八幡会館に待機

いわき市飯野八幡神社 広場に集合 (広 田法律事務所そば)

決起集会

F報告集会』と「避難者原告圏の絵会 J(原告団と弁護団全員)

日程終了

今後の期日予定     :
6/18、 8/27

10/22、 12/17

※期日前には、参加有無往復

ハガキを郵送します。

も、合わせて同封します。

【弁護団からのお知らせ】 2014_2_22付け

「福島原発被害弁護団Jのホームページが出来ました。

今は「福島原発被害弁護団」で検索してもヒットしないので、当面は、

を直接入力してください。

※今回から随時、國分富夫さん (小高)と菅野清―さん (山木屋 )の会報
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